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１  子ども、女性、孤独・孤立に陥っている方への支援について 

(1) 生活 困窮者対 策推進本部の取 組  

生活 困窮者対策推進 本部では 、「誰 一人取り残さな

い」 というＳＤＧｓ の理念に基づき 、県庁全体で公 的支

援の 取組を一層進め るとともに、Ｎ ＰＯや企業と連 携し

た共 助の取組を進め ている。  
 
ア  令和４年度の取 組  

(ｱ) 「見 えない困 窮」のニーズ把 握  

コロ ナ禍の生活困窮 者の実情を把握 して課題解

決を 図るため、生活 困窮者を支援す るＮＰＯと知

事が 直接意見交換を 行ったほか、各 局と連携して

ヒア リング等を実施 した。  

      a 知事現 場訪問  

        実施日  令和４年６ 月 29 日 （水）  

場  所  かながわ県 民センター  

参加 者  食料支援、 若年女性支援、 外国人・外   

国に つながる子ども 支援を行うＮＰ Ｏな  

ど３ 団体  

主な 意見  

・  企業等から食品 の提供を受け、 子ども食堂

など の支援団体につ なぐコーディネ ート機能

を持 つ中間支援団体 が不足している 。  

・  大学生など若年 者は、児童福祉 法や生活保

護法 の対象にならず 、制度のはざま で支援を

受け られない方がま だまだいる。  

・  外国にルーツを 持つ子どもで教 育支援・自

立支 援を受けるべき 方が多いが、言 葉の壁な

ども あり、支援の情 報などがうまく つながっ

てい ない。  

       ｂ  ＮＰＯ ヒアリング・ア ンケート  

実施 時期  令和４年 ４～７月  

団体 数  ヒ アリン グ 10 団 体、アン ケート 38 団体  

              ※ 令 和 ４ 年 １ ～ ３ 月 に も 10 団 体 の ヒ ア リ ン グ を 実 施  

主な 意見  
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・  生活困窮者が置 かれている状況 に応じた多  

様な 支援制度が、一 人ひとりに行き 渡ってい

ない 。  

・  食料支援など無 償の支援を遠慮 したり、相

談を ためらう人や、 声をあげない、 あげられ

ない 若者が多くいる 。  

・  生活困窮者支援 に取り組むＮＰ Ｏや、福祉

団体 、教育機関、企 業、行政などの 多様な担

い手 たちが協力する ネットワークが 必要であ

る。  

・  生活困窮者の生 活ニーズと企業 の物資の提

供等 をマッチングす るため、間に立 って、物

資の 提供・配布・受 取等を調整する 役割、仕

組み が求められる。  

      ｃ  ＤＸを 活用したニーズ 把握  

(a) 統計 データ等 の活用  

生活 困窮者の相談支 援の統計データ を活用し、  

生活 困窮の要因・経 年変化等の分析 を進めている。  

(b) 検索 データの 分析  

         検 索サイトで検索 されたワードを 可視化する  

ツー ルを利用し、生 活困窮者やケア ラーに関す  

るワ ードを検索され た方の地域別、 時系列、性  

別年 代等で興味・関 心の特徴等の分 析を行った。  

【分析例：「ヤングケアラー」を検索した性別年代別傾向】 
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(ｲ) 「コ ロナ禍の 生活困窮者対策 」の推進  

コロ ナ禍の影響を強 く受ける、「子 ども」「女

性」 「孤独・孤立に 陥っている方」 を支援する事

業を 令和４年度当初 予算に計上した 。また、事業

の進 捗を管理した上 で、物価高騰等 に対応した更

なる 対策を補正予算 に計上して支援 に取り組んで

いる 。  

区

分  
予 算 額  主 な 事 業  進 捗 状 況 、 主 な 実 績  

令

和

４

年

度

当

初

予

算 

６ 億 9,23 3 万 円  

 

子 ど も へ の 支 援  

子 ど も 食 堂 協 力

金 の 支 給  
1 3 0 か 所 に 支 給 （ １ 月 末 時

点 ）（ 注 ）  

県 立 高 校 で の 朝

夕 食 の 提 供  
朝 食 提 供  ４ 校 （ ６ 月 ～ ）  

夕 食 提 供  13 校 （ 定 時 制 ）  

女 性 へ の 支 援  

女 性 電 話 相 談 体

制 の 強 化  
電 話 相 談 窓 口 の 拡 充 ( ９ 月

か ら １ 回 線 増 ) 

Ｄ Ｖ 被 害 者 支 援

団 体 の 体 制 支 援  
６ 団 体 に 補 助 金 を 交 付 し 支

援 （ １ 月 末 時 点 ）  

孤 独 ・ 孤 立 に 陥

っ て い る 方 へ の

支 援  

ひ き こ も り 等 へ

の 支 援  
Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ 相 談 窓 口 の 開 設  

（ ４ 月 ～ ）  

ヤ ン グ ケ ア ラ ー

の 支 援  

Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ 相 談 （ ５ 月 ～ ）  

電 話 相 談 （ ６ 月 ～ ）  

ケ ア ラ ー 支 援 専 門 員 の 設 置  

ケ ア ラ ー ズ カ フ ェ の 立 ち 上

げ に 係 る 経 費 補 助  ６ か 所  

共 助 の 推 進 に 向

け た 仕 組 づ く り  

Ｎ Ｐ Ｏ と 企 業 等

と の マ ッ チ ン グ

を 支 援  

か な が わ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ パ ー ト ナ

ー ミ ー テ ィ ン グ で 企 業 等 と

の 連 携 に 向 け た マ ッ チ ン グ

を 促 進  

６

月

補

正

予

算 

３ 億 6,42 8 万 円  

Ｎ Ｐ Ｏ 等 へ の 協

力 金 の 支 給  

合 計 423 か 所 ・ 団 体 に 支 給

（ １ 月 末 時 点 ）  

【 内 訳 】  

子 ど も 食 堂  13 0 か 所 （ 注 ） 

生 活 困 窮 者 支 援 団 体 35 団 体  

女 性 支 援 団 体  ８ 団 体  

ひきこもり等支援団体 66 団体 

高 齢 者 団 体 等  18 4 団 体  

生 活 困 窮 者 支 援

制 度 の 普 及 啓 発  

ポ ー タ ル サ イ ト の 開 設 ( ２

月 ～ )、 出 前 講 座 の 開 催 (10

月 ～ ) 

こ こ ろ の 健 康 相

談 等 の 拡 充  

Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ 相 談 窓 口 の 拡 充 (8

月 か ら 4 回 線 増 )､電 話 相 談

窓 口 の 拡 充 (11 月 か ら 24 時

間 対 応 ) 
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９

月

補

正 

予

算 

5 0 0 万 円  
若者の社会への巣立

ちを応援するＮＰＯ

の取組を支援 

1 0 団 体 を 通 じ 、 大 学 等 の 受

験 料 、 就 職 活 動 の 準 備 費 用

等 を 163 人 に 支 援 （ １ 月 末

時 点 ）  

（注）子ども食堂協力金は、令和4年度当初予算及び６月補正予算の事業費による支給先の合計。  

(ｳ) 支援 制度等の 情報発信  

暮ら し、仕 事、子育 て、介 護など生 活の様々な困

り ご と に 関 す る 制 度 や 相 談 窓 口 等 の 情 報 の 総 合 サ

ポー トサイトとして 、「さ ぽなび  かなが わ」を令 和

５年 ２月に開設した 。  

また 、「子育てパパ 、ママ への生活 相談講座 」「 ひ

とり 親家庭サポート 講座」など、対 面やオンライン

で の 出 前 講 座 及 び 生 活 相 談 会 を 開 催 し て い る 。（ 令

和４ 年度３回開催（ １月末時点））  

 

イ  今後の取組  

(ｱ) 支援 を必要と する子ども、若 者への支援  

       ＮＰＯ へのヒアリング 等の取組により 、困難に

直面 していても助け を求める声をあ げづらく、支

援が 届いていない若 者の深刻な課題 に対する支援

を強 化していく。  

(ｲ) 令和 ５年度当 初予算案に計上 した事業の着実 な

推進  

支援 が必要な子ども ・若者に対して 、当事者目

線で 支援情報を届け る「見えやすい 環境づくり」

と、 当事者からのＳ ＯＳを待たずに 積極的にアプ

ロー チしていく「徹 底したアウトリ ーチ」に取り

組ん でいく。  

 
(2) 子ど もへの支 援について  

ア  子どもの居場所 づくり  

(ｱ) 子ど もの居場 所ポータルサイ ト  

県内 各地域における 子どもの居場所 の紹介や、地

域 で 支 援 活 動 を 行 う Ｎ Ｐ Ｏ 等 が 活 用 で き る 助 成 金 、

「子 ども食堂を始め るには」等のセ ミナーなどのサ

ポー ト情報をまとめ た、子どもの居 場所ポータルサ
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イ ト 「 か な が わ ス マ イ ル テ ー ブ ル 」 の 運 営 を 通 じ 、

子ど もの貧困、子ど もの居場所への 理解と支援に向

けた 機運醸成を図る 。  

(ｲ) 子ど も食堂支 援  

コ ロ ナ 禍 で ニ ー ズ が 高 ま っ て い る 子 ど も 食 堂 の

活動 継続のため、令和４年度 、新し い生活様式に対

応 し た 取 組 を 行 う 子 ど も 食 堂 運 営 者 に 協 力 金 を 支

給（ 130 か所（１月 末時点 ））し、ま た、県域にお け

る活 動団体のネット ワーク化を支援 した。  

令和 ５年度実施予定 事業として、引き 続き上記２

事業 の実施に加え 、県域の中 間支援 団体に、寄付を

希望 する企業とのマ ッチングを調整 する「マッチン

グコ ーディネーター 」を配置 し、寄付物品の 受入れ

にか かる物流 、保管 場所等の課題解 決を図り 、子ど

も食 堂の持続可能な 体制づくりを進 める。  

 

イ  子どもの貧困実 態把握調査  

    令 和 ５ 年 度 実 施 予 定 事 業 と し て 、 見 え な い 貧 困 と言

わ れ て いる 「 子ど も の 貧困 」 の、 神 奈 川県 に おけ る 実

態 を 把 握し 、 計画 改 定 や必 要 な施 策 立 案に つ なげ る た

め、 子どもの貧困実 態把握調査を行 う。  

 

ウ  初等中等教育に おける取組  

コ ロ ナ 禍 で 顕 在 化 し た 、 様 々 な 困 難 を 抱 え る 子 ど も

への 支援を充実する 。  

(ｱ) スク ールカウ ンセラーの活用  

心 理 の専 門家 であ る スク ール カウ ン セラ ーに つい

て、 政令市を除くす べての公立中学 校 174 校（中 学

校区 の小学校にも対 応）に延べ 198 名を配置し てい

る。 県立高校及び中 等教育学校には 、 96 名を拠点 校

に配 置し、すべての 県立高校等に対 応している。  

令 和 ５年 度は 、政 令 市を 除く すべ て の公 立中 学校

（中 学校区の小学校 にも対応）に延 べ 264 名を配 置

し、 全県立高校及び 中等教育学校に 140 名週１日 の

配置 を予定している 。  
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(ｲ) スク ールソー シャルワーカー の活用  

福 祉 の 専 門 家 で あ る ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ

ーに ついて、政令市・中核市を除く 公立小・中学校

に 50 名を 配置し、すべての公立小・中学校に対応 し

てい る。県立高校及 び中等教育学校 には延べ 60 名

を拠 点校に配置し、すべ ての県立高 校等に対応して

いる 。  

令和 ５年度は 、公立 小・中学校に配 置する 50 名に

加え、新 たにアドバ イザー４名を各 教育事務所に配

置 す る と と も に 、 全 県 立 高 校 及 び 中 等 教 育 学 校 に

140 名 週１日の配置 を予定している 。  

(ｳ) 「か ながわ子 どもサポートド ック」の実施  

ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー や ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ

ーカ ーの専門的な知 見を活用して、相談できない子

ども たちを、子ども の自己チェック 等により学校が

早期 に把握し、相談 から医療・福祉 等の支援へとつ

なぐ 、新たな仕組み として「かなが わ子どもサポー

トド ック」の実施を 予定している。  

(ｴ) 県立 高校での 朝食の提供  

経 済 的な 理由 等で 食 事を とれ ない 県 立高 校の 生徒

を支 援するため、令 和４年６月から 、ＮＰＯ法人等

によ る居場所カフェ の取組を実施し ている４校（全

日制 ３校、昼間定時 制１校）で、在校生 の希望者へ

朝食 を提供している 。  

(ｵ) 県立 高校での 夕食の提供  

夜 間 定時 制高 校の 生 徒に 対し て提 供 して いる 夕食

につ いて、一部公費 負担を行ってい る。令和４年度

から は、13 校の生徒 に対して提供し ている夕食につ

いて 、公費負担を増 額し、生徒の費 用負担のさらな

る軽 減を図っている 。  

(ｶ) 私立 学校にお ける相談体制等 への支援  

私 立 高等 学校 等に お ける 相談 ・支 援 体制 の充 実に

向け て、スクールカ ウンセラーやス クールソーシャ

ルワ ーカーの活用等 に対し補助を行 っている。  

ま た 、不 登校 生徒 の 進路 確保 のた め 、不 登校 生徒

の 受 入 れ 体 制 を 整 備 し て い る 私 立 高 等 学 校 等 に 対
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する 補助や各私学団 体と連携して、いじめ・暴力行

為防 止関連研修を実 施するなど、私 立学校へ通う子

ども に対する支援を 推進する。  

(ｷ) 生活 に困窮す る若者等への支 援  

生 活 困窮 世帯 の若 者 、ケ アリ ーバ ー 、被 虐待 経験

など 、生まれ育った 家庭環境によっ て、進学や就職

に 困 難 を 抱 え る 若 者 た ち が 安 心 し て 社 会 に 巣 立 つ

こと ができるように するため、令和 ４年度において 、

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 等 が 行 う 進 学 な ど を 応 援 す る 活 動 に 対

して 、企業からの寄 付を活用して支 援を行った（ 10

団体 を通じ、大学等 の受験料、就職 活動の準備費用

等 を 163 人に支援（令和４ 年度（１月 末時点 ）実績 ）。  

令 和 ５年 度は 、若 者 の巣 立ち をさ ら に後 押し する

ため 、受験料等の費 用の支援に加え 、ＮＰＯ等によ

る寄 り添い支援（進 学後の住居確保 支援、就労や経

済的 自立に向けた支 援など）を支援 する。  

 

(3) 女性 への支援 について  

ア  妊娠・出産に関 する各種支援  

(ｱ) 不妊 ・不育支 援  

専門 スタッフによる 不妊・不育の治 療等に関する

相談 を実施するとと もに、不妊治療 及び不育症検査

費用 の一部を助成し ている。  

【令 和４年度（令和 ５年１月末時点 ）実績】  

助成 件数  1,463 件（ 326,643 千円 ）  

(ｲ) 女性 の健康に 関する相談  

生 涯 を 通 じ た 女 性 の 健 康 の 保 持 増 進 を 図 る た め 、

妊娠・婦人科疾患・更 年期障害など、女性の健康を

めぐ る様々な問題に 関する相談を実 施している。  

【令 和４年度（令和 ５年１月末時点 ）実績】  

相談 件数  158 件  

(ｳ) 予期 しない妊 娠に関する相談  

若い 世代が安心して 妊娠・出産・子育 てができる

よう 、予期しない妊 娠に関する悩み について、電話・  

ＬＩ ＮＥ・アウトリ ーチによる相談 を実施している 。 

【令 和４年度（令和 ５年１月末時点 ）実績】  
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相談 件数  703 件  

イ  ＤＶ対策  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 に よ る 外 出 自 粛 や 経

済 状 況 悪 化に よる 失 業 等 で、 家族 が 長 時 間と もに 過 ご

す 状 況 と なる 中、 Ｄ Ｖ の 発生 やそ の 深 刻 化が 懸念 さ れ

てい るため、相談な ど支援に取り組 んでいる。  

   (ｱ) 県配偶 者暴力相談支援 センターによる 相談  

     【令和４ 年度（令和４ 年 12 月 末時点） 実績】  

      相談件 数（ＤＶ被害者 本人のみ）  2,810 件  

(ｲ) ＳＮ Ｓを利用 したＤＶ相談  

      ＳＮＳ を利用したＤＶ 相談窓口を令和 元年 10 月

に開 設し、家族の在 宅時間が延びる 中、電話相談を

する のは難しい方に も対応するため、令 和２年度以

降、 相談日や回線の 拡大を図った。  

【令 和４年度（令和 ４年 12 月末時 点）実績】  

相談 件数  2,462 件  

 

ウ  不安や課題を抱 える女性の総合 相談  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 の 影 響 で 仕 事 が 減 り

生 活 が 苦 し い 、 外 出 自 粛 で 社 会 と の つ な が り が 持 て な

い な ど 、 生 活 上 の 課 題 や 不 安 を 抱 え る 県 内 女 性 を 支 援

する ため、令 和３年 ８月 26 日に「かながわ 女性の 不安・

困 り ご と 相 談 室 」 を 開 設 し た 。 メ ー ル や 電 話 、 面 接 に

よ る 相 談 や 居 場 所 の 提 供 、 様 々 な 機 関 へ の 同 行 支 援 を

行い 、一人ひとりの 悩みに応じた支 援を行っている 。  

令 和 ４ 年 度 か ら 、 無 料 低 額 宿 泊 所 に 入 所 し て い る 女

性へ の支援も行って いる。  

【令 和４年度（令和 ４年 12 月末時 点）実績】  

相談 件数  2,388 件  

同行 支援・他機関調 整件数  365 件  

   

エ  県立学校におけ る取組  

県 立 学 校 に 在 籍 す る 生 徒 が 、 生 理 用 品 の 確 保 に 不 安

を 感 じ る こと なく 、 よ り 安心 して 学 校 生 活を 送れ る よ

う 、令和 ３年 10 月か ら、全 県立学 校の女子トイレ に生

理用 品を配備してい る。  
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(ｱ) 配備 対象校  

全県 立学校（高等学 校、中等教育学 校、特別支援

学校 [分教 室含む ]）  

(ｲ) 実施 方法  

県立 学校に在籍する 児童生徒が、日常 的によく利  

用す る校内の女子ト イレの共用部分（洗 面台付近等 ）

に箱 等に収納した生 理用品を置き、必要 な時にすぐ

に入 手できる環境を 整える。  

 
(4) 孤独 ・孤立に 陥っている方へ の支援について  

ア  ひきこもり支援  

(ｱ) ひき こもり地 域支援センター における相談支 援  

ひき こもりの専門相 談窓口として、電 話相談等を行

う ほ か 、 医 師 ・ 弁 護 士 等 の 多 職 種 支 援 チ ー ム に よ り 、

伴走 支援を行う市町 村等を支援する 。  

■相 談実績 (主訴： ひきこもり件数 )】（単位：件）  

 電話  来所  SNS 計  

令和 ３年度  294 137 12 443 

令和 ４年度 （ 12月 末 現 在 ） 322 78 118 518 

  (ｲ) ひきこも り支援サイト（サイ ト名「ひき ☆スタ 」）の

運営  

ひ き こ も り な ど 困 難 を 抱 え る 若 者 に 対 す る 支 援 体   

制の 一環として、自室 から出られず、社会と接する 機

会が ない若者達が、県や ＮＰＯなど が実施している 相

談事 業や体験活動な どの支援事業の 情報を入手し、社

会 に 出 る き っ か け と な る よ う な 場 を 提 供 す る こ と を

目的 に、ひきこもり 支援専用のサイ トの運営管理を 行

う。  

(ｳ) メタ バースを 活用したひきこ もり当事者への 社会  

参加 支援の実施  

令和 ５年度実施予定 事業として、ひきこ もり等の当

事者 の社会参加を支 援するため、他者と交 流可能な 居

場 所 を 仮 想 空 間 （ メ タ バ ー ス ） 上 に 試 験 的 に 設 置 し 、

外出 せずに気軽に参 加できるイベン トを実施する 。ま

た 、将来的 にメタバ ース内に常設の 居場所を設置で き
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るよ う、参 加者同士 のトラブルや心 の安全について 検

証し 、居場所のあり 方について検討 する。  

(ｴ) イン ターネッ ト広告の実施  

ひ き こ も り 当 事 者 と そ の 家 族 等 を 、 ひ き こ も り 相  

談・支援窓 口に関す る情報を掲載し たホームページ に

誘導 するインターネ ット広告を令和 ４年 10 月から 実

施し ている。広告の 効果を検証し 、令和５年 度以降 も

効果 的な情報発信を 行う。  

(ｵ) 民生 委員の活 動支援  

民生 委員・児童委員 の活動費の補助 を行うとともに 、  

資 質 向 上 を 図 る 研 修 を 実 施 し 、 民 生 委 員 に 配 付 す る

「活 動の手引き」にひきこ もり相談 の情報を掲載し て

いる 。また 、民生委 員の活動につい て、県の たより に

掲載 し、県民に広く 周知を図った。  

(ｶ) 市町 村の包括 的な支援体制の 整備に対する支 援  

市町 村において、地域住民 が抱える 複雑化・複合化

し た 課 題 の 解 決 に 対 し て 、「 断 ら な い 相 談 支 援 」 な ど

包 括 的 に 支 援 す る 体 制 の 整 備 が 円 滑 に 行 わ れ る よ う 、

市 町 村 職 員 等 に 向 け た 研 修 や 連 絡 会 を 実 施 す る と と

もに 、市町村 にアド バイザーを派遣 し、課題 解決の た

めの 技術的助言や支 援を行っている 。  

【令 和４年度（令和 ５年１月末時点 ）実績】  

研修 実施回数  ２回  

連絡 会実施回数  ２回  

アド バイザー派遣  ３市  

 

イ  ケアリーバーへ の支援  

児童 養護施設や里親 家庭で育ち、巣立った「社会的 養

護」経 験者、いわゆ るケアリーバー に対し 、「あす なろサ

ポー トステーション」で相談支援等 により社会的自 立を

支援 する。  

【 あ す な ろ サ ポ ー ト ス テ ー シ ョ ン 相 談 実 績 】  

 令 和 元 年 度  令 和 ２ 年 度  令 和 ３ 年 度  

相 談 件 数  6,891件  8,855件  6,051件  

実 人 数 （ 登 録 数 ）  330人  367人  396人  

   ※ 相 談 は 訪 問 、 電 話 、 メ ー ル 等  
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相談 件数は令和２年 度がピークとな っているが、相談  

内容 が複雑・深刻化 しているため、生 活・就労の支 援の

ほか 、令 和３年 11 月か ら、法律 相談 、医療連携 支援 、ア

ウト リーチ生活支援 を実施するとと もに、令和５年 度か

ら、新た に県央地域 に一時的な滞在 場所及び相談室 を設

置し 、相談支援体制 の強化を図る。  

 

ウ  ひとり親への支 援  

(ｱ) ひと り親家庭 相談ＬＩＮＥ  

若年 層等、より幅広 い層からの相談 を受け入れやす

くす るため、ＳＮＳ を利用した「 かながわひ とり親 家

庭相 談ＬＩＮＥ」を開設し 、仕事や お金、子 育て等 さ

まざ まな悩みの相談 に対応している 。  

【令 和４年度（令和 ５年１月末時点 ）実績】  

相談 件数  1,867 件  

(ｲ) 就業 支援  

母子 家庭の母等を対 象に、その自立 支援を図るため 、

就業 相談、就業情報 の提供及び自立 や就業に向けた プ

ログ ラム策定等によ る就業支援を実 施している。  

(ｳ) 養育 費確保に 向けた支援  

養 育 費 に 関 す る セ ミ ナ ー や 相 談 を 実 施 す る と と も

に 、令和４年 度から 、離婚手 続きに おける公正証書 の

作成 費用を補助する ことにより、養育費確 保に向け た

取組 を推進している 。  

また 、令和５年度か ら、新たに養育 費の取決めや養

育 費 不 払 い の 際 の 強 制 執 行 の た め の 弁 護 士 委 任 費 用

や 、保証会 社と養育 費保証契約を締 結する際の費用 に

対し て補助し 、養育 費確保に向けた 取組の強化を図 る。 

 

エ  地域での支え合 いの推進  

(ｱ) 地域 における 見守り活動等の 推進  

ａ  地域見守り活動 の推進  

誰 も が 安 心 し て 暮 ら し て い け る よ う 、 孤 立 死 な  

どの おそれがある世 帯をいち早く発 見し、行政の支

援 に つ な げ る た め 、 個 人 宅 を 訪 問 す る 機 会 の あ る

63 事業者（令和５年 １月末時点）と「 地域見守り活
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動に 関する協定を締 結している。  

 

(5) 就労 支援の施 策について  

ア  女性の就労支援  

子 育 て を し な が ら の 就 業 を 希 望 し て い る 方 に 対 す る

職 業 紹 介 機 能 を 持 つ 国 の 「 マ ザ ー ズ ハ ロ ー ワ ー ク 横 浜 」

内に 県が相談室を設 け、就職や就業 継続に関する悩 みに

対 応 し た キ ャ リ ア カ ウ ン セ リ ン グ 等 を 実 施 す る こ と で 、

女 性 の 多 様 な ニ ー ズ に 対 応 し た 就 業 支 援 を 推 進 し て い

る。  

(ｱ) キャ リアカウ ンセリング  

経験 豊富な女性キャ リアカウンセラ ーが、相談者一

人 ひ と り の 状 況 を 踏 ま え た き め 細 か な ア ド バ イ ス を

行っ ている。  

【 キ ャ リ ア カ ウ ン セ リ ン グ 利 用 者 延 数 】  （ 単 位 ： 人 ）  

令 和 ２ 年 度  令 和 ３ 年 度  
令 和 ４ 年 度  

（ １ 月 末 現 在 ）  

567 6 7 9  6 2 4  

(ｲ) 就職 面接用ス ーツの貸出  

県 内 ハ ロ ー ワ ー ク か ら の 職 業 紹 介 に よ り 面 接 を 受

けよ うとする女性を 対象に 、スーツ の無料貸出を実 施

して いる。  

【令 和４年度（令和 ５年１月末時点 ）実績】  

貸出 件数  ９件  

 

イ  就職氷河期世代 の就労支援  

経験 、スキル等の不 足により自信を 失っている就職 氷

河期 世代（ 35 歳以 上 55 歳未満） を対象に、正社 員に求

め ら れ る 基 本 的 な ス キ ル や 心 構 え 等 を 身 に つ け る 実 習

型プ ログラムを提供 する「 かながわ ジョブテラス 」を実

施す るとともに、合同就職 面接会を 開催し 、就職氷 河期

世代 の採用に意欲的 な企業等への就 業を支援する。  

  (ｱ) かながわ ジョブテラス  

就職 氷河期世代を対 象として、正社 員に求められる  

基 本 的 な ス キ ル や 心 構 え 等 を 身 に つ け る 実 習 型 プ ロ

グラ ムを実施した  
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ａ  開講日  第１期  令和４ 年６月 20 日か ら７月 15 日  

      第２期  令和４ 年７月 25 日か ら８月 29 日  

             （８ 月 12 日 から 18 日は休み ）  

第３ 期  令 和４年 11 月１日から 11 月 30 日  

ｂ  参加者  ３期合 計 60 人  

(ｲ) 合同 就職面接 会  

合同 就職面接会を令 和４年度は年５ 回開催し 、就職

氷 河 期 世 代 の 採 用 に 意 欲 的 な 企 業 等 と の マ ッ チ ン グ

を図 った。  

 

(6) 自殺 防止・メ ンタルヘルス対 策について  

ア  自殺防止対策の 推進  

コロ ナ禍における自 殺対策として、生 きづらさを感 じ

る人 が一人で悩みを 抱えないよう、ここ ろの相談や 普及

啓発、人材養成等に 取り組んでいる。令和４年度は、生

活 困 窮 者 等 の 悩 み に 広 く 対 応 す る た め 、「 こ こ ろ の 電 話

相談 」の時間延長と 回線拡充 、「い のちほっとライ ン＠か

なが わ」の回線拡充 を行った。  

【こ ころの悩みに関 する相談窓口の 概要】  

事 業 名  
こ こ ろ の  

電 話 相 談  

い の ち の ほ っ と ラ イ ン  

＠ か な が わ  

内 容  電 話 相 談  ＬＩＮ Ｅ相 談  

開 始 時 期  S52 年  R２年 ４月  

相 談 件 数  

(R３ 年 度 ) 
7 , 9 66 件  7 , 3 97 件  

相 談 件 数  

(R4 年 度 ）  

12 , 0 04 件  

（12/3 1 時 点 ）  

5 , 6 24 件  

（12/3 1 時 点 ）  

   

イ  メンタルヘルス 対策の推進  

広 く 県 民 に う つ 病 に つ い て 正 し く 知 っ て い た だ く た

め、県 のホームペー ジやリーフレッ トの配布等によ る普

及啓 発を行っている。令和４年は新 たに薬局を通じ た普

及啓 発に取り組んだ 。  

また 、早期に 適切な 治療につながる よう、内 科医等 の

かか りつけ医を対象 とした「うつ病 対応力向上研修 」を  
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実施 した。（令和４年 度（令和 ５年１ 月末時点 ）実績  ５回）  

さら に、メン タルヘ ルスの問題を抱 える人への初期 対

応を 行う「こころサ ポーター」を養 成した 。（令和 ４年度

（令 和５年１月末時 点）実績  534 人 ）  

 

(7) 外国 籍県民等 への支援につい て  

ア  多言語による情 報提供支援  

「多 言語支援センタ ーかながわ」の 運営体制を強化 し、  

新型 コロナウイルス 感染症や医療、 保健福祉、子育 て支  

援な どの生活に関す る問合せに 11 言語 で対応し た。  

また 、新型コロナウ イルス感染症の 拡大に伴い、知 事

メッ セージや感染症 専用ダイヤル等 の情報を多言語 に翻

訳し て県ホームペー ジで発信すると ともに、外国人 コミ

ュニ ティへの情報提 供を行った。  

 

イ  留学生への支援  

(ｱ) 交流 会や就職 支援事業の実施  

従来 の交流会に加え 、大規模 交流会 、県内の 文化・

歴 史 等 を 学 ぶ 交 流 プ ロ グ ラ ム の 開 催 な ど 、 留 学 生 の

交流 の機会を拡充す る。  

ま た 、 留 学 生 就 職 支 援 講 座 や 合 同 会 社 説 明 会 を 開

催 す る と と も に 、 新 た に 留 学 生 と 県 内 企 業 と の 交 流

会 の 開 催 な ど 、 留 学 生 の 県 内 就 職 に 向 け た 取 組 を 拡

充す る。  

 

(8) 企業 等と連携 した共助の推進 について  

ア  フードドライブ 活動の実施  

共助 の取組として、フ ードドライブ 活動（家庭で余 っ

てい る食品を持ち寄 り、フ ードバン ク等を通じて食 の支

援が 必要な子ども食 堂等に届ける活 動）の 実施を呼 びか

け 、県 、市町村、かなが わＳＤＧｓ パートナーをは じめ

とす る県内の企業や 団体が幅広く実 施した。  

 

イ  企業からの寄附 促進  

株式 会社ファースト クラスと協定を 締結し、当該社

運営 の食品ロス等削 減に貢献する会 員限定ＥＣサイ ト
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「ク ローズドマート 」をＳＤＧｓパ ートナーの従業 員

等が 利用できるよう にし、当該従業 員等が購入した 金

額の 一部が生活困窮 者対策に取り組 む団体等に対し て

寄附 される仕組みを 構築した。  

 

ウ  ＮＰＯと企業等 とのマッチング 支援  

令和 ４年７月よりか ながわＳＤＧｓ パートナーミー

ティ ングをオンライ ンで毎月開催す る中で、社会課 題

に取 り組むＮＰＯ法 人等と、かなが わＳＤＧｓパー ト

ナー を中心に企業等 との連携に向け たマッチングを 促

進し た。  
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２  ケアラー・ヤン グケアラーへの 支援について  

介 護 や 看 病 を 必 要 と す る 家 族 な ど を ケ ア し て い る ケ ア ラ

ーは、18歳未満の子 ども（ヤングケ アラー ）、若者、育児と

介護 等のダブルケア など、全 世代に わたって存在し ている 。 

ケア ラーの中には 、過度なケ ア負担 により、次のよ うな課

題を 抱えている場合 がある。  

【ケ アラーの抱える 課題の例】  

・  心身の不調  

・  社会との接点の 喪失に伴い孤立 に追い込まれる  

・  将来への見通し が持ちづらい  

・  自分の希望する 人生や日々の暮 らしが送れない  

こ う し た ケ ア ラ ー ・ ヤ ン グ ケ ア ラ ー は 、 様 々 な 背 景 を 持

ち 、 既 存 の 各 種支 援 制 度 の は ざま に 陥 り が ち で、 必 要 な支

援 を 受 け に く いこ と か ら 、 支 援体 制 を 充 実 さ せ、 社 会 全体

で見 守り支えていく ことが重要であ る。  

県で は、令和 ３年３ 月に「ケ アラー 支援庁内連絡会 議」を

立 ち 上 げ 、 部 局横 断 的 に ケ ア ラー ・ ヤ ン グ ケ アラ ー の 抱え

る 課 題 や 支 援 方策 に つ い て 検 討し 、 全 庁 的 に 取り 組 ん でき

た。  

本項 目では、ケアラ ー・ヤングケア ラーへの支援に ついて

の主 な取組について 報告する。  

 

(1) これ までの取 組  

  ア  各種計画へ の位置付け  

    県が策定す る各種計画のう ち、次 の計画に ケアラー・

ヤン グケアラー支援 を位置付けてい る。（令和４年 度策

定・ 改定（予定）を 含む）  

・  かな がわ高齢者保健 福祉計画  

・  神奈 川県障がい福祉 計画  

・  神奈 川県地域福祉支 援計画  

・  かな がわ子どもみら いプラン  

・  かな がわ子ども・若 者支援指針  

   ・かながわ男 女共同参画推進 プラン  

・か ながわ自殺対策 計画  

・神 奈川県アルコー ル健康障害対策 推進計画  
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  イ  ケアラー・ ヤングケアラー 支援施策  

ケア ラー・ヤ ングケ アラーへの支援 については、身近

な 市 町 村 で の 支 援 体 制 も 十 分 整 っ て い る と は 言 え な い

こと から、県 が広域 的・専門 的な立 場から率先して 取り

組み 、市町村を後押 ししていく必要 がある。  

ケア ラー支援庁内連 絡会議において 整理した 、「広報 」

「 相談」「 孤立解 消」「負 担軽減」「情報 収集」 の５ つの

支援 ニーズに沿って 取り組んでいる 。  

 

【主 な事業】  

 (ｱ) 広 報  

a かなが わケアラ ー支援ポータル サイト  

ケ ア ラ ー 本 人 や 関 係 機 関 に 、 相 談 窓 口 や 利 用 で

き るサ ービ スなど の情 報を 提供す ると とも に、県

民 にケ アラ ーの置 かれ てい る状況 など につ いてお

知 らせ する ウェブ サイ トを 県ホー ムペ ージ に開設 。 

(ｲ) 相談  

    a ケ アラー・ ヤングケアラー 専門の相談窓口  

気 軽 に 悩 み を 相 談 で き 、 Ｓ Ｏ Ｓ を 発 信 で き る ケ

アラ ー・ヤングケア ラー専門の相談 を開設。  

周囲 の人からの相談 も受け付け、ケアラ ー・ヤン

グケ アラーの早期発 見につなげる。  

・か ながわケアラー 電話相談  

・か ながわヤングケ アラー等相談Ｌ ＩＮＥ  

b スクー ルカウン セラー・スクー ルソーシャルワ  

ーカ ーの配置  

児 童 ・ 生 徒 に 対 す る カ ウ ン セ リ ン グ の 実 施 、 児  

童・ 生徒の置かれた 環境の改善。  

c 24時間 子どもＳ ＯＳダイヤル  

い じ め 問 題 や そ の 他 の 子 供 の Ｓ О Ｓ 全 般 に つ い

て 、い つで も相談 でき るよ う、夜 間・ 休日 を含め

て 24時間対応可能な 相談体制を整備 。  

d  かなが わ子ども 家庭 110番相談 ＬＩＮＥ  

ＳＮ Ｓを活用し、虐待 、子育ての不 安、しつけ等

の 様々 な子 どもの 悩み に関 する相 談を 受け 付ける 。 
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 (ｳ) 孤立解消  

a ケアラ ー居場所 づくり支援  

ケ ア ラ ー ・ ヤ ン グ ケ ア ラ ー の 居 場 所 づ く り を 進                      

め るた め、 ケアラ ー・ ヤン グケア ラー 同士 のピア

サ ポー トや 交流の 場で ある 「ケア ラー ズカ フェ」

の立 ち上げに係る経 費を補助。  

     b 地域子 育て支援拠点事 業  

子 育 て に 関 し 、 世 代 や 属 性 を 超 え て 交 流 で き る

場の 提供を行う。  

(ｴ) 負担 軽減  

  a ケアラー支援 専門員の配置  

ケ ア ラー ・ヤ ング ケ アラ ーを 地域 で 支え る体制   

づ くり を支 援する ため 、福 祉・教 育な ど各 分野の

相談・支 援に携わる 者同士のネット ワーク構築や 、

複 数の 分野 にまた がる 等の 困難事 例の 支援 に向け

た 情報 提供 ・連絡 調整 を行 うケア ラー 支援 専門員

を配 置。  

   b 在宅難病患者 一時入院事業  

ケ ア ラー の休 養の 必 要及 び疾 病等 に より 介護が

困 難に なっ た在宅 難病 患者 を、県 内の 協力 病院に

入院 させることがで きる。  

     c 「かな がわサポートケ ア企業」の認証  

企 業 のテ レワ ーク 導 入支 援、 仕事 と 介護 の両立

に向 けた職場環境整 備に積極的な企 業を認証。  

(ｵ) 情報 収集  

a 包 括 的 な 支 援 体 制 及 び 重 層 的 支 援 体 制 構 築 支 援  

事業  

包 括 的 な 支 援 体 制 づ く り に 取 り 組 む 市 町 村 に 対

して 、職員等を対象 とした研修や連 絡会を行う。  

b 教職員 向けリー フレット  

ヤ ン グ ケ ア ラ ー の 子 ど も に 対 す る 支 援 方 法 等 を

解説 したリーフレッ トを活用し、教職員 等へ周知・

啓発 を行う。  
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(2) 今後 の取組  

ア  取組の方向  

引 き 続 き 関 係 す る 各 種 計 画 の 改 定 の 際 に ケ ア ラ ー ・

ヤン グケアラー支援 を位置付けてい く。  

若 者 ケ ア ラ ー と い っ た 新 た な 課 題 に 対 応 す る と と も

に 、 こ れ まで の取 組 を 継 続・ 発展 さ せ 、 得ら れた 課 題

や ノ ウ ハ ウを 市町 村 な ど の関 係者 と 共 有 する こと で 、

連携 した支援体制を 構築していく。  

 

イ  令和５年度開始 予定事業  

(ｱ) ケア ラー支援 サービスモデル 事業  

既 存 の 施 策 で ケ ア ラ ー の 負 担 軽 減 に つ な が る 施

策が ない若者ケアラ ー（概ね 18～ 24歳）等へ の家事

支援 事業をモデル的 に実施する予定 。  

(ｲ)  「 かながわ子 どもサポートド ック 」の実施（再掲 ） 

ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー や ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ

ーカ ーの専門的な知 見を活用して、相談 できない子

ども たちを、子ども の自己チェック 等により学校が

早期 に把握し、相談 から医療・福祉 等の支援へとつ

なぐ、新たな仕組み として「かなが わ子どもサポー

トド ック」の実施を 予定している。  

(ｳ) 外国 人ヤング ケアラー通訳支 援事業  

家 族 等 の 言 語 支 援 を 行 う 外 国 人 ヤ ン グ ケ ア ラ ー

を支 援するため、外国語 対応が必要 な家庭への通訳

支援 を実施する。  

(ｴ) 私立 学校にお ける取組への支 援  

ヤン グケアラーに関 する周知・啓発 等の取組を実

施し た私立学校に対 し、私立学校経 常費補助におい

て一 定額を加算する 。  



      

 
 

 


